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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

食事、サプリメント中のコエンザイム Q10 は小腸で吸収されるが、その吸収機構は不明である。我々は、糖タンパ

ク質サポシン B がコエンザイム Q10 と複合体を形成し、脂溶性のコエンザイム Q10 を可溶化することを見出した。更

に、サポシン Bが腸管に存在すること、その存在が管腔側に局在していることを見出している（未発表データ）。 

本研究は、小腸におけるコエンザイム Q10 結合蛋白質サポシン B の役割解明を目的とする。小腸のモデルとして、

Caco-2 細胞を用いた。Caco-2 細胞は結腸腫瘍から単離された培養細胞であり、小腸上皮細胞様に分化することが知ら

れている。 

昨年度までに、遺伝子工学手法を用いてサポシン B 前駆体蛋白質プロサポシンのノックダウン株を作製した。樹立

したプロサポシンノックダウン株の基本的な細胞特性の解析を行ったところ、プロサポシンノックダウン Caco-2 細胞

株では内因性コエンザイム Q10 がコントロール Caco-2 細胞より低値であることを見出している。 

本年度は、作製したプロサポシンノックダウン Caco-2 細胞株の 3次元培養を行った。コントロール細胞と同じ条件

で 3次元培養し細胞分化を試みたが、プロサポシンノックダウン Caco-2 細胞株では、膜抵抗値が上昇せず、タイトジ

ャンクション形成がうまくいっていないことが示唆された。そこで、膜透過性を解析した。解析には Lucifer Yellow

を用いた。コントロール細胞では Apical 側に投与した Lucifer Yellow が膜を透過せず、タイトジャンクションの形

成が確認できたものの、ノックダウン株では Lucifer Yellow が膜を透過し、Basal 側へ移行した。このことから、プ

ロサポシンノックダウン Caco-2 細胞株では、タイトジャンクション形成がなされていないと考えられる。  

 以上の結果より、Caco-2細胞のプロサポシンは小腸のタイトジャンクション形成に必要不可欠な蛋白質であること

が明らかとなった。                                       

 

10. キーワード 

(1) 老化                   (2)     脂質                 (3)   食品            (4)  蛋白質                      
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 

その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 
＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 

（区分） 
（理由） 
 
 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
 
 
 
 
 

 
13.研究発表（平成２３年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子）  

 

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子）  

 

 
著 者 名 論  文  標  題 
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 〔学会発表〕計（5）件  うち招待講演 計（0）件 
発 表 者 名 発  表  標  題 

Misato Kashiba，Mikiko Oizumi，

Masaru Suzuki，Yoshimi 

Sawamura，Kohei Nagashima，

Choon Yuen Jong，Shinichi 

Yoshimura，Yorihiro Yamamoto 

 A role of prosaposin /saposin B in regulating coenzyme Q10 and 

cholesterol contents in HepG2 cells 

 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第34回日本分子生物学会 2011年12月13日―16日 横浜（パシフィコ横浜） 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

及川慎吾，寺嶋政之，加柴美里，

山本順寛 

 CoQ10 結合タンパク質プロサポシン遺伝子を改変した小腸上皮細胞様

Caco-2 細胞 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第64回日本酸化ストレス学会 2011年7月2日～3日 北海道 (ルスツリゾート
ホテル＆コンベンション)

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

宮内優樹，寺嶋政之，石原秀浩，

加柴美里，山本順寛 

小腸上皮細胞様 Caco-2 細胞による CoQ10 の取り込みと分泌 

 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第64回日本酸化ストレス学会 2011年7月2日～3日 北海道 (ルスツリゾート
ホテル＆コンベンション)

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

ジョン・チュンユン, 長嶋康

平，大泉美希子， 鈴木優，森内

寛，加柴美里 , 吉村眞一，山本

順寛 

コエンザイムQ結合蛋白質プロサポシン発現量改変株の酸化ストレスに

対する感受性 

 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本コエンザイムQ協会第９回研究会 2012年1月24日 東京 (東京工科大学) 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

宮内優樹，関学，宮前多佳子，

藤田秀次郎，石田史彦，森内寛， 

加柴美里，横田俊平，山本順寛1 

母乳中のコエンザイムQ10とその結合タンパク質プロサポシン 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本コエンザイムQ協会第９回研究会 2012年1月24日 東京 (東京工科大学) 
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14. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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15. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


